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評定者（採点者）が複数の場合 
・採点者数名が点数をつけるテストの採点結果の信頼性は，評定者間信頼性（inter-rater reliability）
と呼ばれる。 

 
 
「分析」⇒「尺度」⇒「信頼性分析」を選ぶ。 

 
 
以下の画面で，左から分析対象のデータを選択して，右側（項目）へ移動させる。 

 
 
「記述統計」の「項目」「尺度」「項目を削除したときの尺度」にチェックを入れて，「続行」。 

評定者が複数名の場合には内的一貫性

（internal consistency）を 
クロンバックのアルファ（Cronbach’s alpha）
によって求めることができます。 
 
 
以下では SPSSを使用して説明します。 

モデルは「アルファ」のままにしておく。 
 
「統計」をクリック。 
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元に戻って「OK」を押すと結果が出力される。 

 

結果のアウトプット 

 
 
テストのようなデータの場合は，正解が 1，不正解が 0というような 1-0データにしたものを，同じよ
うに SPSSを使って信頼性係数を求める事が可能です。 
参考データ	 http://www.mizumot.com/stats/test-reliability.xls 

内的一貫性（internal consistency）を 
求 め た ク ロ ン バ ッ ク の ア ル フ ァ

（Cronbach’s alpha）はα = .81であるこ
とがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
その評定者が入らなければ，どういう 
クロンバックのアルファの数値になるかが 
ここに示されている。 
 
解釈としては， 
3人ではα = .81だったが， 
評定者 Aがいなければ，α = .529になり， 
評定者 Bがいなければ，α = .851になり， 
評定者 Cがいなければ，α = .809になる。 
 
もしかすると，評定者 Bの採点には何か 
問題があるのかもしれないことがわかる。 
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アンケートの場合 

 
 
心理尺度では，１つの項目だけで尋ねたい内容（構成概念）を調査するのではなく，最低 3つ以上の項
目が使われるので，内的一貫性（internal consistency）を表す，クロンバックのアルファ（Cronbach’s 
alpha）が求められます。 
 
上の例では項目 1～3が「外発的動機づけ」を測定する項目で，項目 4～6が「内発的動機づけ」を測定
する項目になっているため，それぞれについて，クロンバックのアルファを算出する。 
SPSSを使ったやり方は，前述の評定者 3人の信頼性を算出したときと同じ手順になる。 
結果は以下の通りになり，外発的動機づけα = .86，内発的動機づけα = .79となった。 
   （このような質問紙の信頼性係数の最低ラインはα = .50であるされている） 

                 

【例】	 

質問紙（アンケート）を行って	 

英語学習の動機づけについて	 

1	 全く当てはまらない	 

2.	 当てはまらない	 

3.	 どちらともいえない	 

4.	 少し当てはまる	 

5.	 とてもよく当てはまる	 

という，5件法のリカートスケールを

用いて学習者に調査を行いました。	 

	 

この質問紙の信頼性を求めるにはど

うすればよいでしょうか？	 

	 
 


